
図書口I史 1研 究会 (仮 称 )
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第二回発起人会

1982年 9月 29日 (水 )午後 6時半より、新宿「談話室滝沢」で、第二回発起人会を開

催。出席者は、石丼敦 (東洋大 )、 河丼弘志 (大東文化大 )、 川崎良孝 (椙山女学院大 )、

寺田光子 (図 書館情報大 )、 常盤繁 (独 協大 )。 小川徹 (法 政大 )、 藤野幸雄 (図 書館情

報大 )の 2名 は所用で欠席。                  ,
まず、12月  頃に予定してし`た第一回研究大会の日程等を検討し、下記の要領で実施

することに決定した。

第一回図書館史研究会  日程

日時  昭和57年 12月 12日 (日 ) 13:00-17:00
場所  東洋大学

プログラム

挨拶・趣旨説明  藤野幸雄   13
研究発表     3名      13

(テ ーマ  「図書館史の課題」 )

討論             15
休憩             15
総会             15
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研究発表者 3名 は一般から募集することになつた。応募が多数の場合は第二回研究会

以降に繰り下げることもある。申込みの要領は別掲の通り。

プログラムの明細は次回発起人会 (11月 8日 (金 )の予定 )で 作成する。

研究発表・ 討論のあとの総会は、事実上図書館史研究会 (仮称 )の創立総会となるも

のと思われるが、会の活動方針や組織などは、参加者の自由討論によつて決定されるとし

ても、発起人会としては一応の原案を用意しておいた方がよいということになつた。

そこで会のあり方などについて、いろいろ意見をかわした。その要点を記せば、次の

ようなものである。

1.会の活動の方針  先に配布した「趣意書」を、そのまま会の活動方針としていい

のではないか。

2.研究会  会員が全国的な規模になると、あまり頻繁に研究 (大 )会をおこなうこ

とはできなくなるが、年 1回 、年 2回 、年数回など、一定間laで 研究会を行うことにし

たい。

3.会議  会誌はぜ
い
ひ発行したい。会員の会質によつて発行すれば、趣旨を守ること

ができるが、財政的負担が大きくなる。出版社等にひきうけさせるためにはある程度会

員数が必要であるが、どれだけ会員ができるか見通は決
｀して明るくない。どこの学会



にも刀i属 しない方tlな の C、 学会等から補i助 を受 |プ ることはでき4,い だろうし、現rFの

り1究誌等に特別のスペースをとつてもらうこともできない。要に検 pNlす る必要がある。

4.会費  会員の特典といえば、lul書 館史という限られた分野で研究発表し、専Pl研

究誌を購読できる、ということになるが、これだけのメリットでは、余り多額の会資を

徴収することはできない。

5,事務局  世話人 (|↑ 事 )の持ちまわり、という方法も考えられるが、順氣1に なる

おそれもあるので、一応どこかに定めた方がよい。図善館情報大 (寺田 )で は、来年度

以降の予定がわからず、また事務局の業務量がど ll′ くらいになるかも不明なので確約し

がたい。総会出席者にはかつて、検討しなければならないが、万―誰も引きうりな0ヽ こ

とにでもなれば、椙山女子学院 (川 崎 )、 独協大 (常盤 )のいずれかで引きうけてもよ

い。しかし、諸般の事情を考えると、東洋大 (石丼 )で引きうけてもらうのが一番いい

のではないか (石丼は所用で中途で帰 つたので、のちに検討をお願いすることにした )。

なお、事務局の行う業務は、会 int印刷 。発送、会費受付、会計管理、ニユースレター発

送などであろう。

6。 世話人  会の運営主体は、理事会 。会長という本格的な形にせず、世話人会 (幹

事会 )程度にとどめた方がいいのではないか。しかし、これも最終的には総会で検討し

なければならない。

7.レ フェリー (編集委員会) 会誌には投稿されたすべての論文を発表するのでは

なく、一定のレベル以上のものに限る方針であるから、論文を審査するためのレフェリ

ー (編集委員会 )をおく必要がある。

これらの問題点を石丼の方で整理して、次回発起人会にはかり、総会にかける原案を

作成することにした。

上にあげた諸問題は、結局会の規約にまとめられるべき事項であるが、第一回の総会

でいきなり規約を作り上げることにはかなりの困難が見込まれるし、まだ会の活動を全然

やっていない段階で規約を作つてしまうと、その後の会活動の自由な発展を妨げることに

もなりうるので、規約の作成については時期尚早とする意見が多かつた。

申込み方法

中込み期限

申込み先

研究発表申込み要領

別紙にテーマ・要旨 (400宇程度 )等を書いて申し込むこと。

昭和57年 10月 30日 (土 )必着

〒 305 茨城県筑波郡谷田部町春日 1丁 目 2

図書館情報大学  寺田光孝気付

図書館史研究会 (仮 称 )
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込 み 用 紙

日時  昭和57年 12月 12日 (日 )13:00-17:00
場所  東洋大学

研究発表総合テーマ  図書館史の課題

氏 名

住 所

勤 務 先

テ ー イ

要 旨
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